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デュアルコム分光法は、繰り返し周波数のわずかに異なる 2 つの超短光パルス列を干渉

させる分光法である[1]。周波数分解能が極めて高く、干渉計に可動部分がないため高速計

測が可能であることから、従来法を凌ぐ可能性のある分光法として注目を集めている。 

本研究では、中心波長が 1.55 mのデュアルコム分光計に、周波数（𝑓𝑚）で回転する波長

板を組み合わせ、高い周波数分解能と高速性は保持しつつ、高い偏光計測精度を併せ持つ新

しい偏光計測装置を開発した。図１に光学系を示す。2つのコムを偏光ビームスプリッタで

重ね合わせ、光バンドパスフィルターで波長範囲を 1.53 m～1.57 mに制限してから、偏

光子、試料、回転 1/4波長板、偏光子を通して検出器へと導く。すると、回転 1/4波長板に

よって偏光変調が印加され、光コムの成分 1 本 1 本に対してその偏光状態を表す新しい光

コム成分が出現する。この新しい光コム成分の振幅と位相を解析することで、光コムの成分

1 本 1本の偏光状態を知ることができる。本研究では、試料として波長板を用いて原理検証

実験を行った。波長板の角度を変えながら計測を行い、偏光状態の変化を定量的に捉えるこ

とに成功した。 

我々は、本手法が微弱な生体分子の円偏光二色性(CD)計測へ応用可能であると考える。そ

れを示すために本手法による計測値のばらつきを評価したところ、従来の CD 計測の信号

の大きさよりも若干大きい程度だった。今後は従来法を超える精度を目指す。 

本研究の一部は、（独）科学技術振興機構（JST）による産学共創基礎基盤研究プログラム

「テラヘルツ波」および JSPS科研費 16K13701の助成を受けたものである。 

 

図 1：高精度デュアルコム偏光計測装置の光学系 
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